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 写真は中日新聞 2 月 19 日である。これをテーマに取りあげるのも気が進まないが、

マスコミの現状を伝える報道として見過ごせない。 

籾井 NHK 会長が 18 日、民主党の会合に

出席して「政府意向重視発言などで民主議員

と応酬」とある。籾井会長は 5 日の定例記者

会見で、戦後 70 年の慰安婦関連番組につい

て「政治のスタンスが見えないので、放送は

慎重に考える」と発言。これらの発言などを

めぐる会合での議員とのやりとりだ。「応酬」

自体は「くだらん」かもしれないが、就任以

降の一連の発言をたどっていくと、これで終

わりとはいかない。 

 5 日の籾井発言について、碓井広義・上智

大教授（メディア論）は次のようにコメント

している。「籾井会長は、就任会見での『政

府が右と言うことを左と言うわけにはいか

ない』という発言から何も変わっていない印

象だ。そもそもジャーナリズムというのは、

自分たちで課題やテーマを探して報じるも

の。なかでも公共放送は国民の放送局で、国営放送ではない。権力者から見解を聞かさ

れて、一定の方向に伝えるものではない。NHK 内部に慰安婦問題に取り組みたい人が

いても、企画書が書けなくなる。NHK のジャーナリズム機能を損なう発言だ。」（朝日

新聞 2 月 6 日） 

最近の NHK ニュースなどを見ていると、どうも政府寄りの姿勢、「政府広報」的な

感じが目立つようで、心配になってくる。 

 同紙 2 月 7 日社説でも取りあげられている。「公共放送が顔を向けるべきは政府では

ない。視聴者だ。NHK がよって立つこの基盤が、籾井会長には、まだ分からないのだ

ろうか。この 1 年の間、繰り返し指摘されてきたことだ。もはや失言や理解不足という

レベルではない。--- 政府に寄り添うような考えを公言する会長のもとで、現場が息苦

しくなったり、番組内容が過度に抑制されたりしていないか、心配だ。こういう懸念が

生まれること自体が、NHK の価値を大きく損なっている。この事態を招いた籾井氏に

は重い責任がある。会長としての資質をめぐる疑問は深い。」 

こんな会長には、早くやめてもらいたい。NHK がますます悪くなる。 

                              (2015 年 2 月 21 日) 


